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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光回線終端装置（ＯＬＴ）において、光ネットワークユニット起動進行中に光ネットワ
ークユニットの波長を設定する方法であって、
　Ｂ．光ネットワークユニットが適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長
で動作しているか否かを判定するステップと、
　Ｃ．光ネットワークユニットが適正なアップリンク波長および／または適正なダウンリ
ンク波長で動作していない場合に、波長設定メッセージを送るステップであり、波長設定
メッセージが適正アップリンク波長指示メッセージおよび／または適正ダウンリンク波長
指示メッセージ、光ネットワークユニットのベンダＩＤ、ならびに光ネットワークユニッ
トのベンダ固有シリアル番号を含む、送るステップとを含み、
　ステップＢおよびＣが、光回線終端装置（ＯＬＴ）が光ネットワークユニットの識別子
を光ネットワークユニットに割り当てる前に実行される、方法。
【請求項２】
　ステップＢの前に、
　Ａ．光ネットワークユニットからシリアル番号情報を受信するステップであり、シリア
ル番号情報が光ネットワークユニットのベンダＩＤおよび光ネットワークユニットのベン
ダ固有シリアル番号を含む、受信するステップをさらに含み、
　ステップＢが、
　シリアル番号情報によって、光ネットワークユニットが適正なアップリンク波長および
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／または適正なダウンリンク波長で動作しているか否かを判定するステップをさらに含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ステップＢが、
　光回線終端装置（ＯＬＴ）のデータベースを参照することによって、光ネットワークユ
ニットが適正なアップリンク波長および／または適正なダウンリンク波長で動作している
か否かを判定するステップであり、データベースが光ネットワークユニットのシリアル番
号と適正なアップリンク波長および／または適正なダウンリンク波長との対応関係を格納
した、判定するステップか、
　光ネットワークユニットのシリアル番号情報を別のネットワーク要素と通信することに
より光ネットワークユニットが動作すべき適正なアップリンク波長および／または適正な
ダウンリンク波長を取得することによって、光ネットワークユニットが適正なアップリン
ク波長および／または適正なダウンリンク波長で動作しているか否かを判定するステップ
か、
　をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　適正アップリンク波長指示メッセージが、適正なアップリンク波長に関連する適正なア
ップリンク波長の値もしくは適正なアップリンク波長のチャンネル番号もしくは波長調整
情報を含み、ならびに／または、適正ダウンリンク波長指示メッセージが、適正なダウン
リンク波長に関連する適正なダウンリンク波長の値もしくは適正なダウンリンク波長のチ
ャンネル番号もしくは波長調整情報を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　光ネットワークユニットにおいて、光回線終端装置（ＯＬＴ）が光ネットワークユニッ
ト起動進行中に光ネットワークユニットの波長を設定するのを支援する方法であって、
　ｂ．光回線終端装置（ＯＬＴ）により送られた波長設定メッセージを受信するステップ
であり、波長設定メッセージが適正アップリンク波長指示メッセージおよび／または適正
ダウンリンク波長指示メッセージ、光ネットワークユニットのベンダＩＤ、ならびに光ネ
ットワークユニットのベンダ固有シリアル番号を含む、受信するステップと、
　ｃ．波長設定メッセージにおける光ネットワークユニットのベンダＩＤおよび光ネット
ワークユニットのベンダ固有シリアル番号がそれぞれ、光ネットワークユニット自体のベ
ンダＩＤおよび光ネットワークユニット自体のベンダ固有シリアル番号と一致しているか
否かを判定するステップと、
　ｄ．一致する場合に、適正アップリンク波長指示メッセージおよび／または適正ダウン
リンク波長指示メッセージによって、現在のアップリンク波長および／または現在のダウ
ンリンク波長を適正なアップリンク波長および／または適正なダウンリンク波長に合わせ
るステップとを含み、
　ステップｂ、ｃおよびｄが、光回線終端装置（ＯＬＴ）が光ネットワークユニットの識
別子を光ネットワークユニットに割り当てる前に実行される、方法。
【請求項６】
　ステップｂの前に、
　ａ．シリアル番号情報を光回線終端装置（ＯＬＴ）に送信するステップであり、シリア
ル番号情報が光ネットワークユニット自体のベンダＩＤおよび光ネットワークユニット自
体のベンダ固有シリアル番号を含む、送信するステップをさらに含む、請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　適正アップリンク波長指示メッセージが、適正なアップリンク波長に関連する適正なア
ップリンク波長の値もしくは適正なアップリンク波長のチャンネル番号もしくは波長調整
情報を含み、ならびに／または、適正ダウンリンク波長指示メッセージが、適正なダウン
リンク波長に関連する適正なダウンリンク波長の値もしくは適正なダウンリンク波長のチ
ャンネル番号もしくは波長調整情報を含む、請求項５または６に記載の方法。
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【請求項８】
　光ネットワークユニットが適正なアップリンク波長および／または適正なダウンリンク
波長をバッファリング可能な場合、ステップｄが、
　現在のアップリンク波長および／または現在のダウンリンク波長を適正なアップリンク
波長および／または適正なダウンリンク波長で置き換えるステップをさらに含む、請求項
７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、光通信技術に関し、詳細には、光ネットワークユニット起動進行中に光ネッ
トワークユニットの波長を自動的に設定する方法および光ネットワークユニット動作進行
中に光ネットワークユニットの波長を自動的に設定する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　たとえば３次元（３Ｄ）テレビ、遠隔医療サービス、オンラインゲーム、対話型ビデオ
電子式学習、および他のサービスの展開等、多くの新しい先進的なマルチメディアアプリ
ケーションの出現に伴って、これらのアプリケーションを搬送するネットワーク帯域幅に
対する要求が大幅に高くなっている。国際電気通信連合（ＩＴＵ－Ｔ）の電気通信標準化
部門（Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄｉｚａｔｉｏｎ　Ｓｅｃ
ｔｏｒ）およびフルサービスアクセスネットワーク（ＦＳＡＮ）においては、次世代パッ
シブ光ネットワーク（ＮＧ－ＰＯＮ２）が注目の話題となっている。大半のオペレータは
、ＮＧ－ＰＯＮ２に対して、より広い帯域幅、高分割比、より長い伝送距離、およびより
高いアクセス容量を期待している。現在、ＮＧ－ＰＯＮ２の要求は、ＦＳＡＮおよびＩＴ
Ｕ－Ｔによって、利用可能な帯域幅を最大４０Ｇｂ／ｓのレートへと拡大するように確認
されている。
【０００３】
　最近のＦＳＡＮ会合においては、すべての技術的解決手段候補の中から、時間波長分割
多重方式パッシブ光ネットワーク（ＴＷＤＭ－ＰＯＮ）がＮＧ－ＰＯＮ２に対する業界第
１の解決手段と考えられており、１：６４の通常分割比において４つの１０Ｇ　ＸＧ－Ｐ
ＯＮがＴＷＤＭ－ＰＯＮにスタックされることにより、ダウンリンクで４０Ｇｂ／ｓ、ア
ップリンクで１０Ｇｂ／ｓのアグリゲートレートを実現している。１つの波長において、
ＴＷＤＭ－ＰＯＮは、ＸＧ－ＰＯＮ（すなわち、１０ＧＰＯＮ）のダウンリンク多重アッ
プリンクアクセス技術、タイムスロット粒度、マルチキャスト性能、および帯域幅割り当
てメカニズムを再利用する。
【０００４】
　通常、ＴＷＤＭ－ＰＯＮの既存の用途においては、以下のような一般要求がある：
【０００５】
　１．アクティブな光ネットワークユニットが数個しかない場合は、すべての光ネットワ
ークユニットが調整により同じアップリンク波長およびダウンリンク波長で動作してエネ
ルギーが節約されるようにする必要がある。
【０００６】
　２．ＴＷＤＭ－ＰＯＮのインフラ提供者が多くの仮想ネットワークオペレータにインフ
ラネットワークを貸与する場合は、それぞれの仮想ネットワークオペレータに対応する光
ネットワークユニットに対して、対応する波長が提供される必要がある。これにより、Ｔ
ＷＤＭ－ＰＯＮは、関連する光ネットワークユニットを効果的に設定することによって、
仮想ネットワークオペレータに貸与されたアップリンク波長およびダウンリンク波長で動
作可能とできる必要がある。
【０００７】
　３．第２の要求に関しては、それぞれの異なる仮想ネットワークオペレータ間で顧客も
切り替えられるようになっていてもよく、これにより、ＴＷＤＭ－ＰＯＮはさらに、光ネ
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ットワークユニットのアップリンク波長およびダウンリンク波長を適時に調整できる必要
がある。
【０００８】
　４．同じアップリンク波長および同じダウンリンク波長で動作する光ネットワークユニ
ットが多すぎる場合、ＴＷＤＭ－ＰＯＮは、負荷分散を目的として、いくつかの光ネット
ワークユニットのアップリンク波長およびダウンリンク波長を調整して対応する負荷を低
減する必要がある。
【０００９】
　ただし、アクセスネットワークには多数の光ネットワークユニットが存在することから
、光ネットワークユニットの波長の静的な設定または光ネットワークユニットの波長の手
動調整により上記４つの要求を満たすことが予想以上に複雑または困難な場合がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　このようなことから、（特に、光ネットワークユニット起動進行中に）ＴＷＤＭ－ＰＯ
Ｎシステムの光ネットワークユニットのアップリンク波長およびダウンリンク波長を遠隔
で自動設定することによって、上記例示的な要求を効果的に満たす解決手段が求められて
いる。
【００１１】
　従来技術において、（特に、光ネットワークユニット起動進行中に）ＴＷＤＭ－ＰＯＮ
システムの光ネットワークユニットのアップリンク波長およびダウンリンク波長を遠隔で
自動設定する解決手段がなかったことは明らかである。このため、光ネットワークユニッ
トの効果的な波長設定を実現することができない。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　従来技術の問題に対処するため、本発明の第１の態様によれば、光回線終端装置（ＯＬ
Ｔ）において、光ネットワークユニット起動進行中に光ネットワークユニットの波長を自
動的に設定する方法であって、Ｂ．光ネットワークユニットが適正なアップリンク波長お
よび適正なダウンリンク波長で動作しているか否かを判定するステップと、Ｃ．光ネット
ワークユニットが適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長で動作していな
い場合に波長設定メッセージをブロードキャストするステップであり、波長設定メッセー
ジが適正アップリンク波長指示メッセージ、適正ダウンリンク波長指示メッセージ、光ネ
ットワークユニットのベンダＩＤ、および光ネットワークユニットのベンダ固有シリアル
番号を含む、ブロードキャストするステップとを含む、方法が提案される。
【００１３】
　ステップＢおよびＣは、光回線終端装置（ＯＬＴ）が光ネットワークユニットの識別子
を光ネットワークユニットに割り当てる前に実行されるのが好ましい。
【００１４】
　ステップＢの前に、Ａ．光ネットワークユニットからシリアル番号情報を受信するステ
ップであり、シリアル番号情報が光ネットワークユニットのベンダＩＤおよび光ネットワ
ークユニットのベンダ固有シリアル番号を含む、受信するステップをさらに含み、ステッ
プＢは、シリアル番号情報によって、光ネットワークユニットが適正なアップリンク波長
および適正なダウンリンク波長で動作しているか否かを判定するサブステップをさらに含
むのが好ましい。
【００１５】
　ステップＢは、光回線終端装置（ＯＬＴ）のデータベースを参照することによって、光
ネットワークユニットが適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長で動作し
ているか否かを判定するサブステップであり、データベースが光ネットワークユニットの
シリアル番号と適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長との対応関係を格
納した、判定するサブステップをさらに含むのが好ましい。
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【００１６】
　あるいは、ステップＢは、光ネットワークユニットのシリアル番号情報を別のネットワ
ーク要素と通信することにより光ネットワークユニットが動作すべき適正なアップリンク
波長および適正なダウンリンク波長を取得することによって、光ネットワークユニットが
適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長で動作しているか否かを判定する
サブステップをさらに含むのが好ましい。ここで、他方のネットワーク要素は、たとえば
ＡＡＡサーバとすることができる。
【００１７】
　適正アップリンク波長指示メッセージは、適正なアップリンク波長に関連する適正なア
ップリンク波長の値もしくは適正なアップリンク波長のチャンネル番号もしくは波長調整
情報を含み、ならびに／または、適正ダウンリンク波長指示メッセージは、適正なダウン
リンク波長に関連する適正なダウンリンク波長の値もしくは適正なダウンリンク波長のチ
ャンネル番号もしくは波長調整情報を含むのが好ましい。ここで、波長調整情報は、たと
えば適正な波長を実現するために光ネットワーク要素が調節すべき波長の量を指示可能で
ある。
【００１８】
　本発明の第２の態様によれば、光ネットワークユニットにおいて、光回線終端装置（Ｏ
ＬＴ）が光ネットワークユニット起動進行中に光ネットワークユニットの波長を自動的に
設定するのを支援する方法であって、ｂ．光回線終端装置（ＯＬＴ）によりブロードキャ
ストされた波長設定メッセージを受信するステップであり、波長設定メッセージが適正ア
ップリンク波長指示メッセージ、適正ダウンリンク波長指示メッセージ、光ネットワーク
ユニットのベンダＩＤ、および光ネットワークユニットのベンダ固有シリアル番号を含む
、受信するステップと、ｃ．波長設定メッセージにおける光ネットワークユニットのベン
ダＩＤおよび光ネットワークユニットのベンダ固有シリアル番号がそれぞれ、光ネットワ
ークユニット自体のベンダＩＤおよび光ネットワークユニット自体のベンダ固有シリアル
番号と一致しているか否かを判定するステップと、ｄ．一致する場合に、適正アップリン
ク波長指示メッセージおよび適正ダウンリンク波長指示メッセージによって、現在のアッ
プリンク波長および現在のダウンリンク波長をそれぞれ適正なアップリンク波長および適
正なダウンリンク波長に合わせるステップとを含む、方法が提案される。
【００１９】
　ステップｂの前に、ａ．シリアル番号情報を光回線終端装置（ＯＬＴ）に送信するステ
ップであり、シリアル番号情報が光ネットワークユニット自体のベンダＩＤおよび光ネッ
トワークユニット自体のベンダ固有シリアル番号を含む、送信するステップをさらに含む
のが好ましい。
【００２０】
　光ネットワークユニットが適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長をバ
ッファリング可能な場合、ステップｄは、現在のアップリンク波長および現在のダウンリ
ンク波長をそれぞれ適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長で置き換える
サブステップをさらに含むのが好ましい。このように、光ネットワークユニットは、次の
始動において、適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長で自動的に動作す
ることにより、光回線終端装置（ＯＬＴ）がその波長を再び調整することがないようにす
る。
【００２１】
　本発明の第３の態様によれば、光回線終端装置（ＯＬＴ）において、光ネットワークユ
ニット動作進行中に光ネットワークユニットの波長を自動的に設定する方法であり、少な
くとも１つの光ネットワークユニットが現在のダウンリンク波長としての第１のダウンリ
ンク波長で光回線終端装置（ＯＬＴ）と通信する、方法であって、波長設定メッセージを
第１のダウンリンク波長で少なくとも１つの光ネットワークユニットにブロードキャスト
するステップであり、波長設定メッセージが適正アップリンク波長指示メッセージおよび
適正ダウンリンク波長指示メッセージを含む、ブロードキャストするステップを含む、方
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法が提案される。
【００２２】
　本発明の第４の態様によれば、光ネットワークユニットにおいて、光回線終端装置（Ｏ
ＬＴ）が光ネットワークユニット動作進行中に光ネットワークユニットの波長を自動的に
設定するのを支援する方法であり、光ネットワークユニットが現在のダウンリンク波長と
しての第１のダウンリンク波長で光回線終端装置（ＯＬＴ）と通信する、方法であって、
Ｘ１．光回線終端装置（ＯＬＴ）により第１のダウンリンク波長でブロードキャストされ
た波長設定メッセージを受信するステップであり、波長設定メッセージが適正アップリン
ク波長指示メッセージおよび適正ダウンリンク波長指示メッセージを含む、受信するステ
ップと、Ｘ２．適正アップリンク波長指示メッセージおよび適正ダウンリンク波長指示メ
ッセージによって、現在のアップリンク波長および現在のダウンリンク波長をそれぞれ適
正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長に合わせるステップとを含む、方法
が提案される。
【００２３】
　本発明の第３および第４の態様によれば、光回線終端装置（ＯＬＴ）は、同じ受信波長
で動作している光ネットワークユニットを調整することによって、これら光ネットワーク
ユニットのアップリンク波長およびダウンリンク波長をそれぞれ新たなアップリンク波長
および新たなダウンリンク波長に調整することができる。
【００２４】
　本発明の第５の態様によれば、光回線終端装置（ＯＬＴ）において、光ネットワークユ
ニット動作進行中に光ネットワークユニットの波長を自動的に設定する方法であって、波
長設定メッセージを光ネットワークユニットに送信するステップであり、波長設定メッセ
ージが適正アップリンク波長指示メッセージ、適正ダウンリンク波長指示メッセージ、お
よび光ネットワークユニットの識別子を含み、適正アップリンク波長指示メッセージが、
適正なアップリンク波長に関連する適正なアップリンク波長の値もしくは適正なアップリ
ンク波長のチャンネル番号もしくは波長調整情報を含み、ならびに／または、適正ダウン
リンク波長指示メッセージが、適正なダウンリンク波長に関連する適正なダウンリンク波
長の値もしくは適正なダウンリンク波長のチャンネル番号もしくは波長調整情報を含み、
光ネットワークユニットの識別子が、光ネットワークユニット起動進行中に光回線終端装
置（ＯＬＴ）によって光ネットワークユニットに割り当てられる、送信するステップを含
む、方法が提案される。
【００２５】
　本発明の第６の態様によれば、光ネットワークユニットにおいて、光回線終端装置（Ｏ
ＬＴ）が光ネットワークユニット動作進行中に光ネットワークユニットの波長を自動的に
設定するのを支援する方法であって、ｉ．光ネットワークユニットから波長設定メッセー
ジを受信するステップであり、波長設定メッセージが適正アップリンク波長指示メッセー
ジ、適正ダウンリンク波長指示メッセージ、および光ネットワークユニットの識別子を含
み、適正アップリンク波長指示メッセージが、適正なアップリンク波長に関連する適正な
アップリンク波長の値もしくは適正なアップリンク波長のチャンネル番号もしくは波長調
整情報を含み、ならびに／または、適正ダウンリンク波長指示メッセージが、適正なダウ
ンリンク波長に関連する適正なダウンリンク波長の値もしくは適正なダウンリンク波長の
チャンネル番号もしくは波長調整情報を含み、光ネットワークユニットの識別子が、光ネ
ットワークユニット起動進行中に光回線終端装置（ＯＬＴ）によって光ネットワークユニ
ットに割り当てられる、受信するステップと、ｉｉ．適正アップリンク波長指示メッセー
ジおよび適正ダウンリンク波長指示メッセージによって、現在のアップリンク波長および
現在のダウンリンク波長をそれぞれ適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波
長に合わせるステップとを含む、方法が提案される。
【００２６】
　本発明の第５および第６の態様によれば、光回線終端装置（ＯＬＴ）は、特定の光ネッ
トワークユニットのアップリンク波長およびダウンリンク波長をそれぞれ方向付け（ダイ
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レクト）させて、新たなアップリンク波長および新たなダウンリンク波長に調整すること
ができる。
【００２７】
　本発明による好適な技術的解決手段によれば、光回線終端装置（ＯＬＴ）は、光ネット
ワークユニットの波長を遠隔で自動的に設定可能であり、たとえば、光ネットワークユニ
ット起動進行中または光ネットワークユニット動作進行中にこれを実施可能である。した
がって、長時間の手動設定が回避可能であり、ＴＷＤＭ－ＰＯＮの柔軟性が向上可能であ
り、ＴＷＤＭ－ＰＯＮがより高いサービス要求に対応可能であるとともに、その堅牢性を
向上可能である。たとえば、光回線終端装置（ＯＬＴ）は、仮想ネットワークオペレータ
の要求に基づいて、ある特定の光ネットワークユニットを対応するアップリンク波長およ
びダウンリンク波長に調整することができる。また、たとえばアクティブな光ネットワー
クユニットが数個しかない場合は、すべての光ネットワークユニットが調整により同じア
ップリンク波長およびダウンリンク波長で動作してエネルギーが節約されるようにするこ
とができる。
【００２８】
　本発明の各態様については、特定の実施形態に関する以下の説明によって、より明らか
となるであろう。
【００２９】
　本発明の他の特徴、目的、および利点については、図面を参照して非限定的な実施形態
に関する以下の詳細な説明を精査することによって、より明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】従来技術における光ネットワークユニットの起動プロセスの体系的方法の模式的
なフローチャートを示した図である。
【図２】本発明の一実施形態による光ネットワークユニットの起動プロセスの体系的方法
の模式的なフローチャートを示した図である。
【図３】本発明の別の実施形態による体系的方法の模式的なフローチャートを示した図で
ある。
【図４】本発明のさらに別の実施形態による体系的方法の模式的なフローチャートを示し
た図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　図面の異なる図中において、同一または類似の参照番号は、同一または対応する構成要
素または特徴を示している。
【００３２】
　図１は、従来技術における光ネットワークユニットの起動プロセスの体系的方法の模式
的なフローチャートを示している。関心のある読者は、図１の各ステップの詳細に関して
、Ｇ．９８７．３の定義を参照可能であり、ここではその詳細な説明が省略される。
【００３３】
　図２は、本発明の一実施形態による光ネットワークユニットの起動プロセスの体系的方
法の模式的なフローチャートを示している。図１と比較して、本発明は、図１と比較して
光ネットワークユニットの波長を自動的に設定する動作（すなわち、ステップＳ１０４、
Ｓ１０５、Ｓ１０６、およびＳ１０７）を光ネットワークユニットの起動プロセスに追加
しているため、本発明による光ネットワークユニットの起動プロセスでは、光ネットワー
クユニットの波長を自動的に設定することができる。
【００３４】
　図２に示されるように、図１の従来技術と同様に、ステップＳ１０１において、光ネッ
トワークユニット（ＯＮＵ）は、起動プロセスに入り、現在のダウンリンク波長でのダウ
ンリンク送信をリスンして同期情報を取得する。ステップＳ１０２において、ＯＮＵは、
アップリンクチャンネルのバーストプロファイルを取得する。ステップＳ１０３において
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送信するが、シリアル番号情報は、ＯＮＵ自体のベンダＩＤおよびＯＮＵ自体のベンダ固
有シリアル番号（ＶＳＳＮ）を含む。
【００３５】
　次に、本発明によれば、ステップＳ１０４において、ＯＬＴは、ＯＮＵが適正なアップ
リンク波長および適正なダウンリンク波長で動作しているか否かを判定する。特に、ＯＬ
Ｔは、ＯＮＵのシリアル番号情報に関してＯＬＴのデータベースを参照することにより、
ＯＮＵに対応する適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長を探索するとと
もに、ＯＮＵの現在のアップリンク波長およびダウンリンク波長と比較することによって
、ＯＮＵが適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長で動作しているか否か
を判定することができる。あるいは、ＯＬＴは、ＯＮＵの受信されたシリアル番号情報を
別のネットワーク要素（たとえば、ＡＡＡサーバ）と通信することにより、ＯＮＵが動作
すべき適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長をこの他方のネットワーク
要素から取得するとともに、ＯＮＵの現在のアップリンク波長およびダウンリンク波長と
比較することによって、ＯＮＵが適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長
で動作しているか否かを判定することができる。ここで、当然のことながら、ステップＳ
１０１からＳ１０３はＯＮＵとＯＬＴとの間で実行されることから、ＯＬＴは当然、ＯＮ
Ｕが現在動作しているアップリンク波長およびダウンリンク波長を既に把握できているた
め、比較が可能である。
【００３６】
　ステップＳ１０４において、ＯＮＵが適正なアップリンク波長および適正なダウンリン
ク波長で動作していないと判定された場合、この方法は、ステップＳ１０５に進む。ステ
ップＳ１０４において、ＯＮＵが既に適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク
波長で動作していると判定された場合、この方法は、ステップＳ１０５からＳ１０７を省
略して、従来技術のステップＳ１０８からＳ１１０へと進む。
【００３７】
　次に、以下の説明では、ＯＮＵが適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波
長で動作していないと判定され、この方法がステップＳ１０５に進む一例が示される。
【００３８】
　ステップＳ１０５において、ＯＬＴは、波長設定メッセージをブロードキャストする。
波長設定メッセージは、適正アップリンク波長指示メッセージ、適正ダウンリンク波長指
示メッセージ、光ネットワークユニットのベンダＩＤ、および光ネットワークユニットの
ベンダ固有シリアル番号を含む。ここで、光ネットワークユニットのベンダＩＤおよび光
ネットワークユニットのベンダ固有シリアル番号は、ステップＳ１０３のシリアル番号情
報からコピーされたものである。
【００３９】
　ここで、適正アップリンク波長指示メッセージは、適正なアップリンク波長に関連する
適正なアップリンク波長の値もしくは適正なアップリンク波長のチャンネル番号もしくは
波長調整情報を含む。適正ダウンリンク波長指示メッセージは、適正なダウンリンク波長
に関連する適正なダウンリンク波長の値もしくは適正なダウンリンク波長のチャンネル番
号もしくは波長調整情報を含む。さらに、本発明の特定の一実施形態によれば、波長設定
情報を伝送するため、新たな物理層運用／管理保守（ＰＬＯＡＭ）メッセージすなわちＡ
ｓｓｉｇｎ＿ＯＮＵ－Ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈメッセージが規定される。表１は、このメッ
セージのフォーマットを示しており、現在予約されているバイト２１－４０は、たとえば
現在の送信波長が調整される相対値等、波長の他の設定情報を伝送するため、さらに拡張
可能である。
【００４０】
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【表１】

【００４１】
　本実施形態においては、ブロードキャストメッセージゆえに、ＯＮＵ－ＩＤが０ｘ０３
ＦＦに設定される。当然、ＯＬＴがＯＮＵにＩＤを割り当てていないことから、ＯＮＵは
ＩＤを有していない。さらに、ベンダＩＤおよびＶＳＳＮはそれぞれ、ステップＳ１０３
においてＯＮＵから取得されたＯＮＵのベンダＩＤおよびＯＮＵのベンダ固有シリアル番
号に設定される。
【００４２】
　そして、ステップＳ１０６において、ＯＮＵは、ブロードキャストされた波長設定メッ
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セージ（Ａｓｓｉｇｎ＿ＯＮＵ－Ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈメッセージ）をＯＬＴから受信し
、受信された波長設定メッセージにおける光ネットワークユニットのベンダＩＤおよび光
ネットワークユニットのベンダ固有シリアル番号がそれぞれ、ＯＮＵ自体のベンダＩＤお
よびＯＮＵ自体のベンダ固有シリアル番号と一致しているか否かを判定する。一致する場
合は、波長設定メッセージがＯＮＵに送信されることを指示しており、この方法はステッ
プＳ１０７に進む。一致しない場合は、波長設定メッセージがＯＮＵに送信されないこと
を指示しており、この方法はステップＳ１０８からＳ１１０へと進む。
【００４３】
　ステップＳ１０７において、ＯＮＵは、適正アップリンク波長指示メッセージおよび適
正ダウンリンク波長指示メッセージによって、現在のアップリンク波長および現在のダウ
ンリンク波長をそれぞれ適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長に合わせ
る。さらに、ＯＮＵは、ステップＳ１０７において、現在のアップリンク波長および現在
のダウンリンク波長をそれぞれ適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長で
置き換えることにより、次回始動時にもなお適正なアップリンク波長および適正なダウン
リンク波長でＯＬＴと通信可能である。
【００４４】
　そして、続くステップＳ１０８からＳ１０９において、ＯＮＵは、なお適正なアップリ
ンク波長および適正なダウンリンク波長でＯＬＴと通信する。ステップＳ１０８において
、ＯＬＴは、ＯＮＵまでの距離を測定し、応答周期を測定する準備をする。ステップＳ１
０９において、ＯＮＵは、ＯＬＴに応答する。ステップＳ１１０において、ＯＬＴは、Ｏ
ＮＵを認証して、ＯＮＵにＩＤを割り当てる。ＯＮＵは、そのアップストリーム物理フレ
ームクロックを調整し、起動を完了して、通常の動作を始動する。これらのステップにお
ける特定の動作は、従来技術と一致するため、ここではその詳細な説明が省略される。
【００４５】
　図３は、本発明の別の実施形態による体系的方法の模式的なフローチャートを示してい
る。図３の例示的な適用シナリオにおいて、ＯＬＴは、ＯＮＵ動作進行中に同じ受信波長
で動作しているすべてのＯＮＵの波長を調整する。
【００４６】
　図３に示されるように、現在のダウンリンク波長としての第１のダウンリンク波長（た
とえば、ＴＷＤＭ－ＰＯＮシステムの４つのダウンリンク波長のうちのいずれか）でＯＮ
Ｕ１からＯＮＵｎがＯＬＴと通信している場合、ＯＬＴがこれらＯＮＵ１からＯＮＵｎの
波長を併せて調整する必要があれば、以下のステップが実行可能である。
【００４７】
　ステップＳ３０１において、ＯＬＴは、波長設定メッセージを第１のダウンリンク波長
でＯＮＵ１からＯＮＵｎにブロードキャストするが、波長設定メッセージは、適正アップ
リンク波長指示メッセージおよび適正ダウンリンク波長指示メッセージを含む。したがっ
て、現在のダウンリンク波長としての第１のダウンリンク波長で動作しているすべてのＯ
ＮＵ１からＯＮＵｎが波長設定メッセージを受信することになる。
【００４８】
　ここでも、波長設定メッセージのフォーマットは、表１のフォーマットと実質的に一致
している。ただし、図２を参照した説明による波長設定メッセージのフォーマットとの違
いとして、ベンダＩＤおよびＶＳＳＮフィールドが０に設定されている。
【００４９】
　次に、ステップＳ３０２において、ＯＮＵ１からＯＮＵｎは、適正アップリンク波長指
示メッセージおよび適正ダウンリンク波長指示メッセージによって、現在のアップリンク
波長および現在のダウンリンク波長をそれぞれ適正なアップリンク波長および適正なダウ
ンリンク波長に合わせる。したがって、後続の通信では、すべてのＯＮＵ１からＯＮＵｎ
が適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長で動作することになる。さらに
、ＯＮＵ１およびＯＮＵｎは、ステップＳ３０２において、現在のアップリンク波長およ
び現在のダウンリンク波長をそれぞれ適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク
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波長で置き換えることにより、次回始動時にもなお適正なアップリンク波長および適正な
ダウンリンク波長でＯＬＴと通信可能である。
【００５０】
　図４は、本発明のさらに別の実施形態による体系的方法の模式的なフローチャートを示
している。図４の例示的な適用シナリオにおいて、ＯＬＴは、ＯＮＵ動作進行中に特定の
ＯＮＵの波長を調整する。
【００５１】
　図４に示されるように、ステップＳ４０１において、ＯＬＴは、波長設定メッセージを
ＯＮＵに送信するが、波長設定メッセージは、適正アップリンク波長指示メッセージ、適
正ダウンリンク波長指示メッセージ、およびＯＮＵのＩＤを含む。ＯＮＵのＩＤは、たと
えば図１のステップ６および図２のステップＳ１１０において、ＯＮＵ起動進行中にＯＬ
Ｔによって割り当てられる。
【００５２】
　ここでも、波長設定メッセージのフォーマットは、表１のフォーマットと一致している
。ただし、図２および図３を参照した説明による波長設定メッセージのフォーマットとの
違いとして、波長設定メッセージがブロードキャストされる代わりに方向付け（ダイレク
ト）されるため、ＯＮＵ－ＩＤは、起動プロセス中にＯＬＴによってＯＮＵに割り当てら
れたＩＤに設定され、ベンダＩＤおよびＶＳＳＮフィールドが０に設定される（当然、ベ
ンダＩＤおよびＶＳＳＮは代替として、ＯＮＵのベンダＩＤおよびＶＳＳＮに設定可能で
ある）。
【００５３】
　次に、ステップＳ４０２において、ＯＮＵは、適正アップリンク波長指示メッセージお
よび適正ダウンリンク波長指示メッセージによって、現在のアップリンク波長および現在
のダウンリンク波長をそれぞれ適正なアップリンク波長および適正なダウンリンク波長に
合わせる。したがって、後続の通信では、ＯＮＵが適正なアップリンク波長および適正な
ダウンリンク波長で動作することになる。
【００５４】
　上記３つの実施形態では、新たなダウンリンクＰＬＯＡＭメッセージが与えられている
。表２は、波長設定メッセージ（Ａｓｓｉｇｎ＿ＯＮＵ－Ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈメッセー
ジ）の特徴をさらにまとめたものである。本発明において、ＯＬＴは、このメッセージを
用いることによって、ＯＮＵに対する適正なアップリンク／ダウンリンク波長の自動的な
設定／割り当てを行う。
【００５５】
【表２】

【００５６】
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　当然のことながら、上記実施形態はほんの一例に過ぎず、本発明を制限するものではな
い。異なる実施形態に現れる異なる技術的解決手段の使用を含めて、本発明の主旨から逸
脱しない如何なる技術的解決手段も、本発明の範囲に含まれるものとし、装置および方法
が有利に組み合わせ可能である。さらに、請求項中の如何なる参照番号も、その請求項を
制限するものとして解釈されることはないものとする。また、用語「含む（ｃｏｍｐｒｉ
ｓｉｎｇ）」は、その他の（１つもしくは複数の）請求項または明細書に記載された別の
（１つもしくは複数の）装置または（１つもしくは複数の）ステップを除外しないものと
する。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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